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3年生はいよいよ進路決定に向けて具体的な動きが始まります！まずは就職試験から!! 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

採用選考における差別（就職差別）について!! 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 2021年の就職活動の具体的なスケジュールについて・・・ 
 厚生労働省の「令和４年３月新規高等学校卒業者の就職に係る推薦及び選考開始期日等について」 

 によると、2021 年の高校生の就職活動のスケジュールは以下の日程です。 

 

   7 月  1 日   ・・・ 求人票受付：企業から学校に求人票が届き、見られるようになる  

   7 月 10 日以降 ・・・ 求人票公開開始 ⇒ 進路相談（保護者面談） 

              ※応募前職場見学：職場見学の受け入れがはじまる（1 回は行くように！） 

              ※夏休み中：夏季補習 受験先決定 ⇒ 履歴書完成 ⇒ 面接練習 等 

   8 月 24 日   ・・・ 始業式：求職依頼書提出 

   ９月  5 日   ・・・ 学校を通して 1 社目の応募書類提出 

   ９月 16 日   ・・・ 就職試験（選考）の開始 

  

 ※新型コロナウイルスの影響で応募と選考が１ヶ月後ろ倒しになりました 

 ※2 社目の応募は都道府県によって、開始時期や何社応募できるかが異なっています。 

  高校生は「一人一社制」で応募をするため、1 社目の試験結果を受けて不採用だった場合に初めて 2 社目の検討に入ります。 

  不採用だったからすぐに次の会社に応募書類を送る準備が整っているわけではありません。 

  不採用という結果を受け止め、2 社目の就職活動を始めるまでの時間も個人によって異なります。 

  加えて、学校行事（定期テスト、体育祭や文化祭など）のスケジュールによっても、2 社目の受験先決定・応募書類発送まで時間を要する 

  ケースも多くあります。 

  今年は採用解禁が 1 か月遅れたことで、1 社目の受験結果は 11 月上旬~中旬に出そろってくることになりますが、場合によっては 2 社目 

  の受験が年内に間に合わず 1 月になるケースもでてきます。 

  とすれば、卒業までに例年 3~4 社受験できていたのが、今年は 2~3 社の受験に限定される可能性が高まってきます。 

 ※細かな日付は年度によって異なるので、自分が就職活動をする年のスケジュールを忘れずに確認しましょう。 

● 企業が実施する採用選考において、差別事象は現在でも発生しています。 

 次の 14 項目に関することを、応募用紙に記載させられたり、面接時に尋ねられたりしたら、それは差別につながる恐れがあります！ 
 

（本人に責任のない事項の把握） 

  ①「国籍・本籍・出生地」に関すること 

  ②「家族」に関すること（職業・続柄・健康・地位・学歴・収入・資産など） 

  ③「住宅状況」に関すること（間取り・部屋数・住宅の種類・近隣の施設など） 

  ④「生活環境・家庭環境など」に関すること 

（本来自由であるべき事項（思想信条にかかわること）の把握） 

  ⑤「宗教」に関すること 

  ⑥「支持政党」に関すること 

  ⑦「人生観・生活信条など」に関すること 

  ⑧「尊敬する人物」に関すること 

  ⑨「思想」に関すること 

  ⑩「労働組合（加入状況や活動歴など）・学生運動など社会運動」に関すること 

  ⑪「購読新聞・雑誌・愛読書など」に関すること 

（採用選考の方法） 

  ⑫「身元調査など」の実施 

  ⑬「全国高等学校統一応募用紙・JIS 規格の履歴書（様式例）に基づかない事項を含んだ応募書類（社用紙）」の使用 

  ⑭「合理的・客観的に必要性が認められない採用選考時の健康診断」の実施 
 

    注 1 「戸籍謄（抄）本」や本籍が記載された「住民票（写し）」を提出させることは、①の事項の把握に該当することになります。 

    注 2 「現住所の略図等」を提出させることは、③④などの事項を把握したり、⑫の「身元調査」につながる可能性があります。 

    注 3 ⑭は、通常、採用選考時において合理的・客観的に必要が認められない「健康診断書」を提出させることを意味します。 

 

就職試験の際、このような事例があった場合、質問に答えたり、記載したりする必要はありません。その際は帰校後すみやかに教員に報告し、受

験報告書で状況を詳しく伝えて下さい。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：小郡市人権・同和教育課 啓発冊子「差別をなくすために」第３３集より https://www.city.ogori.fukuoka.jp/204/1053/1114 


